
 

 

求職者目線から見た介護職について 

～人手不足分野における人材確保について～ 

厚生労働省 兵庫労働局 

豊岡公共職業安定所 所長 谷岡 善裕 氏 

 

但馬地域の雇用失業情勢や高校生の進路

など、現状をまず話した上で就職希望者や

その人達が介護業界をどのように見ている

のか話す。 

 

求職者数を大きく上回る求人・但馬の求職

者は 50歳以上が半数以上 

但馬の有効求人倍率は 1.54倍。求人数 

の方が多くなっている。今年の 9月時点の

データで但馬全体の求職者数は 2600人で

求人数は 4900人分出ている。医療福祉系

の求人は全業種のうち３番目に多い。 

但馬の求職者の傾向は女性が多い。年代

構成は 50歳以上が半数以上となる。 

 

 

高校卒業者の求職者の動向ついて、この

春の卒業者 1322名のうち、但馬に残って

就職したのは 92名となっていた。 

今後の生産年齢人口の減りは丹波より但

馬の方が大きい。約 1100名が進学で但馬

外に出るが、その人は基本的に但馬に帰っ

てこない現状がある。 

 

求職者は「働きやすさ」を見ている 

求職者から見ると仕事を行う「環境」を

重視していることが分かる。若者の全国的

な傾向では、安心して働ける環境が大きな

要因となっている。社風や福利厚生、人間

関係や会社の安定性や給与額も重視してい

る。 

 

 

最近は大卒でも就職先の選択に保護者の

意向が重視されるようになってきている。

（高卒では従来から保護者の意向が大きく

影響している）。会社が内定を出すときに

親にも連絡し、内定の了承を得ている企業
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もある。 

求職者の多くはインターンシップや職場

見学に行き、実際の会社の雰囲気を見るこ

とを大切にしているようである。 

 

「介護の仕事」への関心は思ったより高い 

ハローワークに来た求職者に介護職の印

象のアンケートを実施してみた。半数以上

の人が介護の仕事を選択肢の一つとして考

えていることに驚いた。 

 

一方で介護に対するイメージは重労働で

あると思われており、加えて給与が低いと

いうイメージが先行していることが分かっ

た。職場環境に対するイメージも重労働が

先行している。介護現場の職場環境が変わ

れば働こうと思う人も多いのではないか。 

 

 

求職者は介護の現場を見てみたい 

求職者へのアンケートでは介護の仕事につ

いて、情報提供や実際の職場見学などの要

望があり、興味ある人が多いことも分かっ

た。 

 

但馬地域では行政等が行うヘルパー研修

など介護の職業訓練が都市部と比較して少

ないことから、長寿の郷と協働して介護の

仕事のガイダンス・体験会を実施した。 

当初、参加者が集まらないと思ったが思

ったよりも集まり、１年目の昨年度は体験

会のみを開催し、２年目は体験会と介護現

場（企業）の見学会を同時開催している。 

 

参加者アンケート結果では非常に参考に

なったという回答が多く、実際の介護や最

新の機器を見て体験してもらうと、介護の

仕事に対する印象が変わるのだと思った。 
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厚生労働省でも介護福祉分野の人材充足

を重点項目としており、ハローワークを会

場に介護の仕事紹介を実施していたが参加

者が伸びなかったため、今年の 11月に豊

岡の商業施設で介護施設のプレゼンテーシ

ョンと面接をしてみたところ、昨年度の倍

以上の参加者があり、説明会の雰囲気や企

業を知ってもらう大切さを認識した。 

 

今後の人材確保に向けた取組方針 

政府が示す人手不足対策の３本柱。 

 

▽労働者のライフスタイルに応じた雇用

環境作りを行い労働者とのミスマッチの解

消すること、▽AIや ICT技術等の導入に

よる生産性向上、▽元気高齢者、女性や外

国人人材の導入など労働力の供給増加を掲

げている。これらを踏まえつつ、若者を集

める視点として若者は働きやすさを見てい

ることを再認識して欲しい。県や国は働き

やすい職場であることの認定・認証を行っ

ており、こんな認定を受けていたら優良企

業ということが示されている。 

 

但馬内でも複数の施設が認定を受けてい

る。建設業では先んじて女性活躍の認定資

格を取ろうと働き方改革を進めてもいる。 
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